
九
八

鏡
花
作
品
の
表
現
構
造
と
謡
曲

『
売
色
鴨
南
蛮
』
の
場
合

田
　
　
申

励
　
　
儀

は

じ
　
め

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
鏡
花
作
品
と
謡
曲
と
の
関
係
に
っ
い
て
は
、
古
く
吉
田
精
一
氏
が
先
駆
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

業
績
を
残
し
た
あ
と
、
村
松
定
孝
氏
を
は
じ
め
多
く
の
人
々
が
折
り
に
触
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

言
及
し
て
い
る
。
最
近
で
は
三
瓶
達
司
氏
の
論
考
が
め
だ
っ
て
い
る
が
、
氏
は

そ
の
中
で
ま
ず
吉
田
・
村
松
両
氏
が
指
摘
す
る
鏡
花
の
能
楽
的
表
現
を
次
の
よ

う
に
ま
と
め
て
い
る
。

　
１
．
能
楽
の
序
破
急
五
段
の
強
調
漸
層
方
式
に
、
鏡
花
作
晶
も
か
な
っ
て
い

　
　
　
る
。

　
２
．
能
楽
も
鏡
花
作
晶
も
、
現
在
か
ら
過
去
へ
さ
か
の
ぼ
り
、
再
び
現
在
に

　
　
　
か
え
る
手
法
を
用
い
て
い
る
。

　
３
．
能
楽
も
鏡
花
作
晶
も
時
間
的
構
成
が
き
わ
め
て
小
さ
い
。

　
４
．
ワ
キ
の
登
場
、
前
シ
テ
の
登
場
、
語
り
、
後
シ
テ
の
演
舞
と
い
う
夢
幻

　
　
　
能
の
形
式
が
鏡
花
作
晶
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

実
に
的
確
な
ま
と
め
で
こ
れ
に
加
え
る
も
の
は
な
い
が
、
氏
は
そ
れ
に
対
し
て

「
作
晶
の
構
成
と
か
趣
向
と
か
に
、
能
楽
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
は
存
外
少
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
」
と
述
べ
、
む
し
ろ
黙
阿
弥
劇
や
戯
作
文
学
と
の
関
連

を
重
視
し
、
個
々
の
項
目
に
っ
い
て
反
証
し
て
い
る
。
し
か
し
、
氏
と
い
え
ど

も
「
物
語
り
の
中
の
人
物
が
、
現
実
の
人
間
と
二
重
写
し
に
な
っ
て
再
生
」
す

る
と
い
う
点
で
は
能
楽
と
の
関
係
を
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
三
氏
の
説
を
検
討
し
て
気
づ
く
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
鏡
花
作
晶
と
謡
曲

と
の
関
係
を
作
晶
構
成
の
観
点
か
ら
論
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
思
え
ば
従

来
の
研
究
の
多
く
は
ほ
と
ん
ど
外
形
的
な
構
成
に
終
始
し
が
ち
だ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
こ
と
自
体
は
重
要
な
問
題
で
、
決
し
て
否
定
す
る
も

の
で
は
な
い
が
、
そ
の
う
え
に
よ
り
本
質
的
な
問
題
と
し
て
表
現
構
造
の
類
似

と
い
う
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
蒲
生
欣
一
郎
氏
は
、
鏡



花
の
金
沢
時
代
は
明
治
維
新
後
の
能
楽
の
崩
壊
時
代
に
重
な
り
、
演
能
の
機
会

が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
し
た
が
っ
て
鏡
花
も
能
を
み
る
こ
と
は
皆
無
に
近
か
っ
た

と
い
う
こ
と
、
そ
れ
に
対
し
て
素
謡
熱
は
盛
ん
で
、
鏡
花
も
こ
れ
に
は
親
し
ん

で
い
た
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
、
鏡
花
作
品
を
く
能
楽
的
Ｖ
と
は
呼
ば
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

〈
謡
曲
的
Ｖ
と
呼
ぶ
べ
き
だ
と
圭
張
す
る
が
、
そ
う
い
う
側
面
か
ら
い
っ
て

も
、
鏡
花
作
晶
と
謡
曲
そ
れ
ぞ
れ
の
詞
章
を
文
宇
に
表
現
さ
れ
た
も
の
を
と
お

し
て
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
作
晶
構
成
ひ
い
て
は

文
学
作
晶
そ
の
も
の
を
基
底
で
保
持
す
る
表
現
構
造
に
っ
い
て
、
少
々
考
察
し

て
み
た
い
と
い
う
の
が
本
稿
の
圭
旨
で
あ
る
。

　
　
注

　
◎
　
吉
田
精
一
『
近
代
日
本
浪
漫
主
義
研
究
』
第
三
篇
一
中
期
浪
漫
派
、
第

　
　
二
章
一
泉
鏡
花
論
、
一
八
一
～
二
〇
四
頁
（
東
京
修
文
館
、
昭
１
８
・
３
）

　
　
　
村
松
定
孝
『
泉
鏡
花
』
§
２
６
一
鏡
花
文
学
に
現
わ
れ
た
謡
曲
の
影
響
、

　
　
二
一
九
～
二
三
〇
頁
（
寧
楽
書
房
、
昭
４
１
・
４
）

　
＠
　
三
瓶
達
司
「
鏡
花
作
晶
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
謡
曲
的
表
現
に
つ
い
て
」

　
　
（
『
近
代
文
学
の
典
拠
－
鏡
花
と
潤
一
郎
』
所
収
、
四
四
～
六
五
頁
、
笠

　
　
問
書
院
、
昭
４
９
・
１
２
）

　
＠
　
蒲
生
欣
一
郎
『
鏡
花
文
学
新
論
』
第
二
章
一
鏡
花
の
映
像
的
思
考
、
二

　
　
一
〇
～
二
＝
一
頁
（
山
手
書
房
、
昭
５
１
・
９
）

鏡
花
作
晶
の
表
現
構
造
と
諾
曲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
ま
ず
、
表
現
史
的
側
面
か
ら
み
て
い
く
と
、
鏡
花
は
伊
藤
整
・
三
島
由
紀
夫

ら
に
よ
っ
て
、
も
っ
ぱ
ら
森
鵠
外
と
両
極
を
分
け
も
っ
も
の
と
し
て
定
位
さ
れ

た
。
そ
れ
は
主
に
表
現
さ
れ
た
も
の
を
受
動
的
に
評
伍
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、

こ
れ
に
対
し
て
表
出
過
程
を
重
視
す
る
吉
本
隆
明
氏
は
逆
に
鴎
外
の
嫡
子
と

　
み
、
「
自
然
主
義
的
な
指
示
表
出
と
は
異
な
る
、
鏡
花
流
自
己
表
出
の
重
層
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

つ
ら
な
り
」
を
指
摘
し
、
田
山
花
袋
と
の
対
比
を
試
み
た
三
田
英
彬
氏
に
支
持

さ
れ
た
。
こ
の
全
く
異
な
る
二
っ
の
立
場
か
ら
の
見
解
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

鏡
花
の
文
章
は
表
現
さ
れ
た
も
の
と
そ
の
内
的
生
命
に
複
雑
な
要
素
を
持
っ
て

お
り
、
一
概
に
は
い
え
な
い
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
を
単
に
明
治
以
後
の
い
わ
ゆ

る
近
代
文
学
の
中
だ
け
で
把
握
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
の
流
れ
を
合
め

た
よ
り
広
い
視
野
に
立
っ
て
展
望
し
て
み
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
い
ま
少
し
研

究
史
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

　
鏡
花
の
表
現
は
、
よ
く
二
つ
の
も
の
を
確
固
と
指
示
す
る
か
は
り
に
、
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

者
を
一
種
の
快
い
純
粋
持
続
に
さ
そ
ひ
込
み
ま
す
。
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

「
純
粋
表
現
」
「
修
飾
的
印
象
圭
義
」
等
の
語
を
も
っ
て
表
わ
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
、
こ
れ
ら
の
用
語
か
ら
何
か
走
漢
と
し
た
抽
象
的
表
現
の
よ
う
に
捉
え
ら

れ
が
ち
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
の
各
部
分
は
き
わ
め
て
現
実
的
で
あ
り
、

か
っ
克
明
で
あ
る
。
伊
藤
整
が
「
（
鏡
花
は
）
現
実
を
感
覚
に
よ
っ
て
抽
象
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九



　
　
　
　
　
　
鏡
花
作
品
の
表
現
構
造
と
誰
曲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

る
や
う
な
特
殊
な
散
文
を
作
っ
た
。
」
と
い
う
よ
う
に
、
現
実
へ
の
関
心
、
凝

視
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
鏡
花
特
有
の
虚
構
空
間
が
現
出
す
る
こ
と
に
な
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

で
あ
り
、
川
端
康
成
の
い
う
「
詳
悉
法
的
な
文
体
」
も
こ
の
あ
た
り
か
ら
生
み

出
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
鏡
花
と
現
実
の
関
り
に
つ
い
て
は
、
古
く
は
田
岡
嶺
雲
が
「
（
鏡
花
は
）

現
実
な
る
卑
俗
な
る
事
実
を
も
、
詩
的
に
神
秘
的
に
描
写
す
る
の
手
腕
を
有

＠
す
」
と
述
べ
、
斎
藤
信
策
が
「
一
方
は
、
現
実
の
世
界
に
執
着
し
な
が
ら
、
他
方

で
は
ロ
マ
ン
チ
ク
の
幻
の
世
界
に
到
る
べ
き
綱
を
握
っ
て
居
る
、
云
は
ゴ
中
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
＠

に
懸
っ
て
十
分
に
活
動
も
し
兼
ね
て
居
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
鏡

花
と
同
時
代
の
批
評
で
あ
り
、
か
つ
、
表
現
と
同
時
に
作
晶
素
材
及
び
内
容
を

含
め
た
論
究
な
の
で
的
確
と
は
い
い
が
た
い
が
、
”
現
実
へ
の
執
着
。
と
い
う

点
は
鋭
い
洞
察
と
し
て
評
伍
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い

な
い
が
、
坂
本
義
男
氏
は
鏡
花
作
晶
を
浪
漫
主
義
の
本
流
と
写
実
圭
義
の
細
流

に
分
け
、
後
者
を
「
細
流
ど
こ
ろ
か
、
小
説
に
お
け
る
鏡
花
の
浪
漫
圭
義
の
母

胎
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
」
と
述
べ
、
き
わ
め
て
示
唆
的
な
指
摘
を
し
て
い

＠
る
。
さ
て
、
鏡
花
死
後
の
評
論
で
は
、
「
妖
怪
や
亡
霊
の
描
写
に
も
、
十
分
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
独
自
の
写
実
手
法
を
用
ゐ
る
こ
と
は
忘
れ
な
か
っ
た
。
」
と
評
し
た
日
夏
取

之
介
を
は
じ
め
、
川
村
二
郎
氏
は
鏡
花
の
現
実
描
写
力
を
強
調
し
、
「
現
実
へ

の
拘
泥
が
、
彼
の
作
晶
を
、
構
造
的
に
、
超
現
実
の
方
向
へ
さ
し
む
け
て
い

＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

る
」
と
指
摘
し
た
。
ま
た
笠
原
伸
夫
氏
は
「
浮
世
絵
的
視
覚
性
」
を
指
摘
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇

か
つ
『
女
仙
前
記
』
（
胡
蛎
・
１
「
新
小
説
」
）
『
き
ぬ
六
＼
川
』
（
明
鋳
こ
５

「
新
小
説
」
）
に
触
れ
て
、
「
部
分
、
部
分
は
克
明
、
細
戯
で
あ
り
、
そ
れ
で
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

て
全
体
を
僻
鰍
す
る
と
、
異
想
と
も
狂
想
と
も
み
え
て
く
る
」
と
こ
ろ
に
鏡
花

的
怪
異
幻
想
の
特
質
を
認
め
て
い
る
。

　
今
、
川
村
・
笠
原
両
氏
の
論
に
よ
り
、
鏡
花
は
超
現
実
世
界
を
描
く
に
あ
た

っ
て
も
、
現
実
を
克
明
に
描
写
す
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
そ
う
は
い

っ
て
も
、
鏡
花
の
場
合
は
通
常
の
リ
ァ
リ
ス
ト
の
そ
れ
で
は
な
く
、
独
特
の
方

法
を
と
る
こ
と
に
な
る
。
笠
原
氏
が
紀
行
文
『
域
崎
を
憶
ふ
』
（
大
１
５
・
４
「
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

芸
春
秋
」
）
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
考
察
し
て
い
る
よ
う
に
、
鳳
景
そ
の
も
の
で

は
な
く
、
そ
れ
が
鏡
花
の
内
面
を
と
お
り
、
鏡
花
的
イ
メ
ー
ジ
に
変
形
さ
れ
て

描
出
さ
れ
て
く
る
と
い
う
構
造
を
も
つ
の
だ
。
つ
ま
り
、
鏡
花
は
風
景
を
描
く

と
同
時
に
己
れ
の
内
な
る
心
象
風
景
を
描
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ

と
は
ま
さ
に
鏡
花
の
本
能
的
な
感
性
か
ら
で
て
い
る
よ
う
で
、
自
身
で
文
章
化

　
　
　
　
　
＠

し
な
い
座
談
会
で
も
、
鉄
橋
を
「
中
空
の
霞
に
さ
っ
と
黒
髪
が
舞
い
て
居
る
や

う
に
見
え
ま
す
よ
。
」
な
ど
と
独
特
の
表
現
を
す
る
の
で
あ
る
。
　
一
篇
の
紀
行

文
や
座
談
会
で
の
発
言
で
す
ち
こ
の
と
お
。
り
な
の
だ
か
ら
、
こ
れ
が
小
説
作

晶
と
な
る
と
、
作
晶
世
界
の
展
開
に
重
要
な
機
能
を
果
た
す
で
あ
ろ
う
こ
と
は

容
易
に
想
像
で
き
る
。
同
じ
く
笠
原
氏
は
『
春
昼
』
（
明
３
９
・
ｎ
「
新
小
説
」
）

『
春
昼
後
刻
』
（
明
３
９
・
１
２
「
新
小
説
」
）
に
触
れ
、
作
晶
中
の
叙
景
部
分
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

「
単
な
る
叙
景
で
は
な
く
、
そ
れ
が
同
時
に
心
的
風
景
で
も
あ
る
」
点
を
指
摘



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

し
、
島
田
謹
二
氏
も
感
想
程
度
だ
が
、
同
様
の
見
解
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
両
氏
と
も
『
春
昼
』
「
春
昼
後
刻
』
を
中
心
に
扱
い
、
他
作
晶
へ
の

論
及
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
私
に
は
鏡
花
の
表
現
に
お
け
る
こ
の
方
法
は
、
作

晶
世
界
の
形
成
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
と
思
わ
れ
、
さ
ら

に
そ
の
中
に
は
笠
原
・
島
田
両
氏
が
指
摘
し
た
以
上
の
意
味
が
合
ま
れ
て
い
る

と
思
え
る
の
で
、
他
作
晶
を
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
論
究
を
深
化
さ
せ
、
同
時
に

そ
の
源
流
を
探
っ
て
み
た
い
。

　
そ
の
前
に
鏡
花
の
作
晶
世
界
の
構
造
に
少
し
触
れ
て
お
く
と
、
そ
の
外
形
の

類
型
性
と
内
質
の
複
雑
さ
か
ら
、
従
来
、
有
効
な
分
析
に
乏
し
か
っ
た
よ
う
だ

が
、
そ
ん
な
中
で
笠
原
伸
夫
氏
は
、
先
に
あ
げ
た
『
泉
鏡
花
－
美
と
エ
ロ
ス
の

構
造
』
の
序
章
一
鏡
花
的
空
間
で
、
き
わ
め
て
明
快
か
っ
大
き
な
説
得
力
の
あ

る
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
氏
は
「
現
世
的
な
も
の
の
方
に
幻
想
的
な
も
の
が
流

れ
こ
み
、
あ
る
い
は
そ
の
逆
と
い
う
こ
と
も
起
り
う
る
」
こ
と
を
認
め
た
う
え

で
、
基
本
的
構
造
と
し
て
、
現
世
的
世
界
を
描
い
た
も
の
と
幻
想
的
世
界
を
描

い
た
も
の
と
に
大
別
し
、
前
者
は
時
問
軸
が
水
平
に
ひ
ら
き
、
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ

ク
な
起
状
に
富
み
、
後
者
は
そ
れ
が
垂
直
に
た
ち
、
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
で
イ
メ
ー

ジ
が
凝
縮
す
る
方
向
に
向
か
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
、
鏡
花
の
作
晶

世
界
に
は
、
現
実
界
と
神
秘
界
、
顕
界
と
冥
界
と
い
っ
た
対
照
的
な
世
界
が
存

在
し
、
そ
れ
ら
が
と
き
に
は
対
立
し
、
ま
た
融
合
し
あ
っ
て
独
特
の
空
間
を
形

成
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
鏡
花
作
晶
の
表
現
構
造
と
諾
曲

　＠¢ゆ◎＠＠＠＠＠＠＠
注

　
伊
藤
整
『
小
説
の
方
法
』
二
二
日
本
の
方
法
、
二
三
二
～
二
六
三
頁

（
河
出
書
房
、
昭
２
３
・
１
２
）

　
三
島
由
紀
夫
『
文
章
読
本
』
第
三
章
…
小
説
の
文
章
、
四
三
～
七
二
頁

（
中
央
公
論
杜
、
昭
３
４
・
６
）

　
吉
本
隆
明
『
号
目
語
に
と
っ
て
美
と
は
な
に
か
第
－
巻
』
第
ｗ
章
一
表
現

転
移
論
、
一
八
九
頁
（
勤
草
書
房
、
昭
４
０
・
５
）

　
三
田
英
彬
『
泉
鏡
花
の
文
学
』
３
一
泉
鏡
花
の
文
体
、
五
二
～
七
三
頁

（
桜
楓
社
、
昭
５
１
・
９
）

　
三
島
由
紀
夫
前
掲
書
、
四
九
頁

　
三
田
英
彬
前
掲
書
、
１
一
表
現
の
芸
術
性
を
支
え
た
構
図
、
：
ハ
頁

　
波
多
野
完
治
「
鏡
花
の
文
体
－
文
章
心
理
学
的
ス
ケ
ツ
チ
ー
－
」

（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
第
８
巻
第
３
号
〈
昭
１
８
・
３
〉
所
収
）

　
伊
藤
整
前
掲
書
、
二
三
五
頁

　
川
端
康
成
『
新
文
章
読
本
』
第
九
章
、
九
八
頁
（
新
潮
杜
、
昭
２
９
・

９
）

　
田
岡
嶺
雲
「
鏡
花
の
近
業
」
（
「
天
鼓
」
第
３
号
〈
明
３
８
・
４
〉
所
収
）

　
斎
藤
信
策
「
泉
鏡
花
と
ロ
マ
ン
チ
ク
」
（
「
太
陽
」
第
１
３
巻
第
１
２
号
～
第

１
３
号
く
明
４
０
・
９
～
１
０
ｖ
所
収
）

　
坂
本
義
男
「
『
斧
琴
菊
』
と
鏡
花
の
浪
漫
主
義
」
（
「
明
治
文
学
研
究
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一



　
　
　
　
　
鏡
花
作
品
の
表
現
構
造
と
謡
曲

　
第
－
巻
第
６
号
く
昭
９
・
６
ｖ
所
収
）

＠
　
日
夏
臥
之
介
『
明
治
浪
曼
文
学
吏
』
第
八
章
…
『
高
野
聖
』
の
比
較
文

　
学
的
考
察
、
三
九
九
頁
（
中
央
公
論
杜
、
昭
２
６
・
８
）

＠
　
川
村
二
郎
「
瞠
視
さ
れ
た
空
間
－
泉
鏡
花
」
（
『
銀
河
と
地
獄
』
所
収
、

　
六
四
～
六
五
頁
、
講
談
社
、
昭
４
８
・
９
）

＠
　
笠
原
伸
夫
「
泉
鏡
花
－
反
時
代
的
美
の
様
式
」
（
『
変
貌
す
る
伝
統
』
所

　
収
、
二
七
八
～
二
八
三
頁
、
桜
楓
社
、
昭
４
６
・
５
）

ゆ
　
笠
原
伸
夫
「
泉
鏡
花
、
美
と
怪
異
幻
想
」
（
「
芸
術
倶
楽
部
」
第
－
巻
第

　
２
号
く
昭
４
８
・
８
ｖ
所
収
）

ゆ
　
笠
原
伸
夫
「
泉
鏡
花
－
反
時
代
的
美
の
様
式
」
、
三
一
四
～
三
一
六
頁

ゆ
　
「
復
興
大
東
京
座
談
会
」
（
「
文
芸
春
秋
」
第
８
年
第
３
号
く
昭
５
．

　
３
ｖ
所
収
）

＠
　
笠
原
伸
夫
『
泉
鏡
花
－
美
と
エ
ロ
ス
の
構
造
』
第
四
章
一
夢
と
超
自
然
、

　
４
『
春
昼
』
の
方
法
、
二
四
八
頁
（
至
文
堂
、
昭
５
１
・
５
）

ゆ
　
島
田
謹
二
「
『
春
昼
』
・
『
春
昼
後
刻
』
に
つ
い
て
」
（
岩
波
新
版
「
鏡
花

　
全
集
月
報
１
０
」
〈
昭
４
９
・
８
〉
所
収
）

さ
て
、

　
　
　
二

鏡
花
作
晶
の
表
現
構
造
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
、

こ
こ
で
は
『
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
．
一

色
鴨
南
蛮
』
（
大
９
・
５
「
人
間
」
）
を
と
り
あ
げ
た
い
。
こ
の
作
晶
は
、
鏡
花

が
上
京
後
の
紅
葉
に
出
逢
う
前
の
貧
窮
生
活
が
反
映
し
て
い
る
と
し
て
、
伝
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

研
究
の
資
料
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
一
般
に
、
『
女
客
』
（
明
３
８
．
６
、

同
・
ｕ
「
中
央
公
論
」
）
『
国
貞
ゑ
が
く
』
（
明
４
３
ｉ
「
太
陽
」
）
と
共
に
「
虚
構
と
誇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

張
の
な
い
、
鏡
花
作
中
で
の
す
な
お
で
、
レ
ァ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
佳
作
」
と
受

け
と
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
前
の
笠
原
氏
の
分
類
に
あ
て
は
め
る

と
、
「
現
世
的
世
界
を
描
い
た
も
の
」
の
範
晴
に
入
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ

で
と
り
わ
け
、
こ
の
よ
う
な
作
晶
を
選
ん
だ
の
は
、
鏡
花
作
晶
と
謡
曲
の
関
係

は
、
構
成
の
み
が
類
似
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
た
い
た

め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
構
成
面
か
ら
い
え
ば
、
三
瓶
氏
が
と
り
あ
げ
る
『
薬

草
取
』
（
明
３
６
・
５
・
１
６
～
５
・
３
０
〕
エ
ハ
新
報
」
）
や
『
眉
か
く
し
の
霊
』
（
大

１
３
・
５
「
苦
楽
」
）
、
村
松
氏
が
と
り
あ
げ
る
『
縁
結
び
』
（
明
４
０
・
１
「
新
小

説
」
）
等
の
幻
想
的
性
格
の
濃
い
も
の
が
、
い
わ
ゆ
る
夢
幻
能
と
の
類
似
を
指

摘
し
や
す
い
だ
ろ
う
が
、
表
現
構
造
の
類
似
を
問
題
に
す
る
場
合
、
幻
想
的
作

晶
は
も
ち
ろ
ん
、
現
世
的
性
格
の
濃
い
作
晶
で
も
同
様
な
こ
と
が
指
摘
で
き
る

と
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
『
売
色
鴨
南
蛮
』
は
全
部
で
十
章
か
ら
成
り
、
作
中
の
時
間
は
、
圭
人
公
秦

宗
吉
が
出
世
し
て
医
学
博
士
と
な
っ
て
い
る
現
在
と
、
学
資
も
な
し
に
無
鉄
砲

に
国
を
出
て
、
行
く
と
こ
ろ
も
な
か
っ
た
貧
窮
の
青
年
時
代
で
あ
る
過
去
と
の

二
っ
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
前
者
は
；
早
か
ら
三
章
前
半
及
び
九
章
末



尾
か
ら
十
章
と
い
う
作
品
の
冒
頭
と
末
尾
に
該
当
し
、
そ
の
他
の
章
の
過
去
の

時
間
を
っ
っ
み
込
む
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
作
晶
内
の
現
在
の
時
空
か

ら
過
去
の
時
空
へ
い
た
る
過
程
を
、
順
を
追
っ
て
跡
付
け
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

　
　
は
じ
め
、
目
に
着
い
た
の
は
１
些
と
申
兼
ね
る
が
、
１
と
に
角
、
緋
縮
緬

　
で
あ
っ
た
。
其
の
燃
立
つ
や
う
な
の
に
、
朱
で
虜
々
ぼ
か
し
の
入
っ
た
長
橋

　
　
ゆ

　
衿
で
。

と
い
う
鮮
烈
な
”
緋
”
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
じ
ま
る
第
一
章
は
、
降
り
し
き
る

雨
の
う
す
暗
い
情
景
の
中
に
ひ
と
き
わ
め
だ
っ
色
彩
を
点
出
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
作
晶
の
印
象
を
強
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
柳
は
ほ
ん
の
り
と
萌
え
、
花
は
ふ
っ
く
り
と
苔
む
だ
、
昨
日
今
日
、
緑
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ
　
た
け
な
は

　
紅
、
霞
の
紫
、
春
の
将
に
閾
な
ら
む
と
す
る
気
を
籠
め
て
、
色
の
濃
く
、
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
く

　
の
強
い
ほ
ど
、
五
月
雨
か
何
ぞ
の
や
う
な
雨
の
灰
汁
に
包
ま
れ
て
は
、
景
色

　
も
人
も
、
神
田
川
の
小
舟
さ
へ
、
皆
黒
い
中
に
、
紅
梅
と
も
、
緋
桃
と
も
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
、
　
　
　
　
　
ぺ
に
ほ
　
け

　
ふ
ま
い
、
横
し
ぷ
き
に
、
血
の
滴
る
如
き
紅
木
瓜
の
、
濡
れ
っ
＼
ぱ
っ
と
咲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
い
た
風
情
は
、
見
向
ふ
も
の
の
、
面
の
ほ
て
る
ば
か
り
目
覚
し
い
。
…

女
の
緋
縮
緬
の
”
緋
”
を
描
写
す
る
に
あ
た
っ
て
、
実
際
の
は
な
や
か
な
春
の

光
景
を
雨
の
灰
汁
の
彼
方
へ
追
い
や
り
、
こ
の
ど
ん
よ
り
し
た
背
景
の
中
に

、
緋
”
を
紅
梅
で
も
緋
桃
で
も
な
い
「
血
の
滴
る
如
き
紅
木
瓜
」
の
風
情
と
し

て
お
し
出
し
て
く
る
表
現
は
、
”
血
”
１
１
”
緋
”
の
イ
メ
ー
ジ
で
、
冒
頭
か
ら
た

だ
な
ら
ぬ
気
配
を
漂
わ
せ
る
。
つ
ま
り
、
後
に
出
て
く
る
青
年
時
代
の
宗
吉
が

　
　
　
　
　
　
鏡
花
作
晶
の
表
現
構
造
と
諮
曲

思
い
あ
ま
っ
て
自
殺
を
考
え
た
時
の
剃
刀
、
医
学
博
士
で
あ
る
現
在
の
宗
吉
が

狂
女
と
な
っ
た
お
干
に
握
ら
せ
る
剃
刀
、
と
い
っ
た
”
剃
刀
”
１
１
”
血
”
の
イ
メ

ー
ジ
と
重
な
っ
て
、
危
機
的
な
情
況
を
予
感
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
「
こ
の
小
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働
一

の
圭
題
は
〈
緋
〉
〈
貧
Ｖ
〈
狂
〉
の
三
語
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
」
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
、
”
緋
”
の
イ
メ
ー
ジ
は
実
に
作
晶
を
支
配
す
る
重
要
な
鍵
と

な
っ
て
い
る
の
だ
。
こ
の
部
分
の
描
写
は
、
決
し
て
平
面
的
、
類
型
的
な
も
の

で
は
な
く
、
作
晶
展
開
に
有
効
な
機
能
を
果
た
す
緊
密
な
描
写
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。

　
さ
て
、
そ
の
後
、
宗
吉
の
紹
介
が
あ
り
、
一
章
末
尾
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
つ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
き

　
…
其
虜
で
、
ハ
タ
と
打
撞
っ
た
其
の
縮
緬
の
炎
か
ら
、
急
に
瞳
を
傍
へ
外
ら

　
　
　
　
よ
こ
ざ
ま

　
し
て
、
横
状
に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ヘ
出
よ
う
と
す
る
と
、
戸
口
の
柱
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
ポ
ン
と
出
た
、
も
一
つ
赤
い
も
の
。

と
、
「
緋
縮
緬
」
の
赤
か
ら
「
赤
帽
」
の
赤
を
導
き
出
し
、
そ
の
赤
帽
に
大
雨

に
よ
る
電
車
の
不
通
を
告
げ
さ
せ
る
。
こ
の
あ
た
り
、
鏡
花
一
流
の
状
況
設
定

で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
第
二
章
か
ら
宗
吉
の
動
き
に
視
点
は
集
中
す
る
。
ま

ず
、
大
雨
に
降
り
込
め
ら
れ
た
停
車
場
の
よ
う
す
は
、
次
の
よ
う
に
叙
せ
ら

れ
る
。

　
　
　
か
、
　
　
　
　
　
　
　
ど
　
よ

　
蜘
　
任
心
る
群
集
の
動
揺
む
下
に
、
冷
然
た
る
線
路
は
、
日
脚
に
薄
暗
く
沈
ん

　
　
　
　
　
　
は
ぜ

　
　
で
、
い
ま
に
蕉
が
釣
れ
る
か
ら
待
て
、
と
大
都
市
の
泥
海
に
、
入
江
の
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三



　
　
　
　
　
　
鏡
花
作
晶
の
表
現
柑
造
と
詰
釣

　
　
く
湾
曲
し
っ
二
、
伸
々
と
静
ま
り
返
っ
て
、
其
の
癖
底
光
の
す
る
歯
の
土

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ざ
わ
ら
ゆ

　
　
手
を
見
せ
て
、
冷
笑
ふ
。

陸
上
の
光
景
が
泥
海
と
化
し
、
あ
た
か
も
水
中
で
あ
る
か
の
よ
う
に
描
写
さ

れ
、
先
の
緋
縮
緬
も
す
ぐ
こ
の
あ
と
で
、
「
緋
鯉
が
躍
っ
た
や
う
で
あ
る
。
」
と

叙
せ
ら
れ
る
。
泥
海
の
底
の
暗
蟹
な
情
景
、
線
路
が
「
歯
の
土
手
を
見
せ
て
、

冷
笑
ふ
」
擬
人
法
的
な
描
写
は
、
既
に
圭
人
公
宗
吉
の
心
に
暗
い
か
げ
り
を
投

げ
か
け
て
い
る
。
こ
の
叙
景
は
先
に
笠
原
氏
が
『
城
崎
を
憶
ふ
』
で
証
明
し
た

よ
う
に
、
作
者
鏡
花
の
内
面
を
と
お
り
、
鏡
花
的
イ
メ
ー
ジ
に
変
形
さ
れ
て
描

出
さ
れ
て
き
た
表
現
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
、
そ
れ
が
紀
行
文
な
ど
と
は

異
な
る
小
説
作
晶
内
に
位
置
し
て
い
る
以
上
、
同
時
に
、
登
場
人
物
で
あ
る
宗

吉
の
心
境
を
叙
す
る
部
分
で
も
あ
る
わ
け
だ
。

　
そ
ん
な
中
で
、
宗
吉
は
待
合
室
か
ら
神
田
明
神
の
森
を
見
、
ふ
と
緋
縮
緬
の

女
も
そ
ち
ら
を
見
て
い
る
こ
と
に
気
が
っ
く
。
そ
し
て
そ
の
女
の
面
影
に
見
覚

え
が
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
と
り
わ
け
「
美
し
く
優
し
く
、
然
も
き
り
＼
と

し
た
」
「
類
な
き
其
の
眉
」
は
、
「
宗
吉
の
思
ふ
、
忘
れ
ぬ
女
と
寸
分
違
は
ぬ
」
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
神
田
明
神
の
森
は
、
か
つ
て
宗
吉
が
貧
窮
の
あ
ま
り
死
の

う
と
し
て
お
千
に
助
け
ら
れ
た
場
所
で
あ
り
、
そ
の
”
場
”
を
緋
縮
緬
の
女
が

凝
視
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
た
そ
の
美
し
い
眉
か
ら
、
し
だ
い
に
そ
の
女
が

お
千
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
こ
の
”
眉
。
に
っ
い
て
は
、
第
五
章

で
、
一
人
の
医
学
の
落
第
生
が
お
千
の
襟
脚
を
剃
る
前
に
、
宗
吉
の
顔
で
た
め
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四

剃
り
を
し
よ
う
と
し
た
時
に
、
宰
が
「
危
い
わ
、
く
。
お
と
な
し
い
、
其
の

　
　
　
ま
み
え

優
し
い
眉
毛
を
、
落
し
た
ら
何
う
し
ま
昔
う
。
」
と
い
っ
て
止
め
に
入
っ
た
場

面
と
徴
妙
に
呼
応
し
て
い
る
。
お
千
の
み
な
ら
ず
、
宗
吉
も
ま
た
美
し
く
優
し

い
眉
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
両
者
の
心
の
通
い
合
い
を
暗
示
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
し
だ
い
に
謎
と
き
が
さ
れ
る
方
法
は
「
推
理
小

　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

説
的
手
法
」
と
か
「
な
ぞ
か
け
的
展
開
法
」
と
か
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う

が
、
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
れ
が
登
場
人
物
の
心
理
の
展
開
に
閾
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
◎

　
し
た
が
っ
て
、
っ
づ
い
て
の
神
田
明
神
の
森
付
近
の
描
写
も
、
宗
吉
の
心
象

風
景
と
重
ね
合
わ
さ
れ
て
叙
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
お
そ
ろ
し
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
回
…
森
の
め
ぐ
り
の
雨
雲
は
、
陰
惨
な
鼠
色
の
隈
を
取
っ
た
可
恐
い
面
の
や

　
　
う
で
、
家
々
の
棟
は
、
瓦
の
牙
を
噛
み
、
歯
を
重
ね
た
、
其
の
上
に
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
タ
ン
　
　
　
　
　
ひ
つ
ぺ
が
し

　
　
虜
、
三
虜
、
赤
煉
瓦
の
軒
と
、
亜
鉛
屋
根
の
引
剥
が
、
高
い
空
に
、
赫
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
赤
い
歯
茎
を
剥
い
た
、
人
を
峻
ふ
鬼
の
口
に
身
賢
す
る
。

　
ゆ
…
其
の
森
、
其
の
樹
立
は
、
…
春
雨
の
煙
る
と
ば
か
り
見
る
目
に
は
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
ツ
五
ツ
縦
に
並
ぺ
た
薄
紫
の
眉
刷
毛
で
あ
ら
う
。
死
な
う
と
し
た
身
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
墓
し
ま
　
　
　
奮
ろ
く
、
、
　
　
ゆ

　
　
其
の
時
を
恩
へ
ば
、
其
も
逆
に
生
え
た
蓬
々
の
脅
で
あ
る
。
（
傍
点
引
用

　
　
者
）

雨
の
中
の
家
々
の
描
写
で
あ
る
回
は
、
雨
雲
を
「
陰
惨
な
鼠
色
の
隈
を
取
っ
た

可
恐
い
面
」
、
家
々
の
屋
根
を
「
人
を
唆
ふ
鬼
の
口
」
と
表
現
し
、
宗
吉
の
自



殺
未
遂
の
場
の
鬼
気
追
る
情
景
を
描
い
て
い
る
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
宗
吉
の
心

に
映
じ
た
風
景
で
あ
り
、
先
に
引
用
し
た
レ
↓
の
線
路
の
暗
讐
な
叙
景
を
う
け

て
、
一
層
宗
吉
の
内
部
に
深
く
重
く
沈
潜
し
て
き
て
い
る
。
だ
か
ら
、
ｏ
の
森

や
樹
立
の
描
写
は
、
お
千
の
美
し
い
層
の
連
想
か
ら
「
薄
紫
の
層
刷
毛
」
と
叙
さ

れ
、
そ
れ
さ
え
も
宗
吉
の
目
に
は
「
蓬
々
の
霧
」
と
映
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

貧
窮
の
過
去
を
想
う
宗
吉
の
不
安
定
な
心
理
状
態
の
表
現
で
あ
り
、
レ
り
↓
回
↓

向
と
徐
々
に
深
化
さ
れ
て
き
た
暗
い
感
情
の
ひ
と
つ
の
極
点
と
な
っ
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
レ
“
に
お
け
る
暗
蟹
な
表
現
は
宗
吉
の
心
の
不
安
を
語
る
も
の
で

は
あ
っ
て
も
、
そ
の
実
体
は
い
ま
だ
現
出
せ
ず
、
重
苦
し
い
悪
夢
の
予
感
と
し

て
存
在
す
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
「
美
し
い
眉
」
や
「
森
」
を
媒
介
と
し
た
回
で

は
、
具
体
的
な
死
の
う
と
し
た
”
場
”
の
表
現
と
な
り
、
さ
ら
に
ｏ
で
は
「
死

な
う
と
し
た
身
の
、
其
の
時
を
思
へ
ば
、
…
」
と
、
今
ま
で
漠
然
と
し
か
認
識

で
き
な
か
っ
た
悪
夢
の
予
感
を
実
体
と
し
て
把
握
し
、
何
か
分
か
ら
な
か
っ
た

も
の
の
存
在
が
判
明
す
る
に
い
た
る
の
だ
。
そ
れ
と
同
時
に
、
宗
吉
の
想
念

は
、
し
だ
い
に
地
位
も
名
誉
も
あ
る
平
和
な
現
在
か
ら
、
自
殺
ま
で
思
い
い
た

っ
た
不
遇
な
過
去
の
時
空
へ
拉
致
さ
れ
て
い
く
。

　
あ
＼
其
の
女
？

　
と
波
を
打
っ
て
吊
く
胸
に
、
此
の
停
車
場
は
、
大
な
る
船
の
甲
板
の
廻
る
や

　
　
　
　
み
よ
し

　
う
に
、
嫡
を
明
神
の
森
に
向
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
手
に
取
る
ば
か
り
尚
近
い
。

　
　
　
　
　
　
鏡
花
作
晶
の
表
現
構
造
と
議
曲

停
車
場
全
体
が
明
神
の
森
の
方
へ
大
き
く
転
回
し
、
廻
り
舞
台
の
よ
う
な
ダ
ィ

ナ
ミ
ッ
ク
な
展
開
で
、
宗
吉
も
、
ま
た
物
語
全
体
も
完
全
に
過
去
の
時
空
に
は

ま
り
こ
む
。
こ
れ
が
も
ち
ろ
ん
、
単
に
時
問
的
に
過
去
で
あ
る
ば
か
り
で
な

く
、
同
時
に
超
現
実
空
間
の
様
相
を
帯
び
た
も
の
で
も
あ
る
こ
と
は
言
を
街
た

な
い
。
さ
も
な
い
と
、
お
千
が
飛
ば
し
た
折
鶴
が
落
ち
た
と
こ
ろ
で
宗
吉
捗
捨

わ
れ
た
と
い
う
詩
的
描
写
（
九
）
や
、
狂
女
に
剃
刀
を
持
た
せ
、
そ
の
胸
に
顔

を
埋
め
て
潜
然
と
泣
く
宗
吉
の
狂
気
（
十
）
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。

こ
こ
か
ら
も
、
こ
の
作
晶
が
現
実
軸
に
沿
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
要
索
が
強
い

と
は
い
う
も
の
の
、
吉
田
精
一
氏
が
い
う
よ
う
な
「
虚
構
と
誇
張
の
な
い
、
鏡

花
作
中
で
の
す
な
お
で
、
レ
ァ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
」
作
と
は
断
定
し
が
た
い
こ

と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
、
「
構
成
へ
の
意
志
が
イ
メ
ト
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
っ
く
り
に
み
ご
と
に
く
ず
れ
去
っ
て
い
る
点
、
実
に
立
派
な
も
の
で
す
。
」

と
述
べ
る
篠
田
一
士
氏
の
見
解
が
生
き
て
く
る
。
イ
メ
ー
ジ
が
構
成
を
の
り
こ

え
る
と
は
、
何
も
構
成
の
破
綻
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
本
稿
で
詳
綱
に

述
べ
て
き
た
過
去
の
時
空
へ
い
た
る
道
程
と
重
な
り
合
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ

ま
り
、
外
面
描
写
が
同
時
に
内
面
描
写
と
な
り
、
そ
の
深
化
に
伴
っ
て
し
だ
い

に
内
面
世
界
に
没
入
す
る
、
そ
し
て
、
そ
の
世
界
で
は
、
時
空
は
過
去
か
ら
現

在
へ
と
い
う
現
実
の
時
間
の
流
れ
に
左
右
さ
れ
な
い
超
現
実
空
間
と
一
体
化
す

る
と
い
う
表
現
構
造
を
さ
し
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
こ
こ
で
は
比
較

的
現
世
的
性
格
の
濃
い
『
売
色
鵜
南
蛮
』
を
取
り
扱
っ
た
が
、
今
ま
で
述
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五



　
　
　
　
　
　
鏡
花
作
品
の
表
現
構
造
と
諮
曲

き
た
よ
う
な
こ
と
が
ら
は
、
『
由
縁
の
女
』
（
大
８
・
１
Ｚ
大
１
０
・
２
「
婦
人
画

報
」
）
や
『
綾
紅
新
草
』
（
昭
１
４
・
７
「
中
央
公
論
」
）
を
は
じ
め
、
お
そ
ら

く
、
ほ
と
ん
ど
ど
の
鏡
花
作
晶
に
も
該
当
す
る
よ
う
な
、
基
本
的
構
造
で
あ
る

と
い
っ
て
も
よ
い
。

　
　
注

　
＠
　
村
松
定
孝
『
こ
と
ぱ
の
錬
金
術
師
泉
鏡
花
』
第
二
章
一
鎖
太
郎
の
文
学

　
　
的
出
発
、
七
三
～
七
四
頁
（
社
会
思
想
社
、
昭
４
８
・
７
）
他

　
＠
　
吉
田
精
一
　
新
潮
文
庫
「
『
歌
行
燈
・
高
野
聖
』
解
説
」
、
二
四
六
頁

　
　
（
昭
２
５
・
８
）

　
ゆ
　
岩
波
新
版
『
鏡
花
全
集
』
、
巻
二
十
、
二
三
八
頁
。
以
下
”
全
集
。
と

　
　
略
す
。

＠ゆゆゆゆ＠ 　
全
集
巻
二
十
、
二
三
八
～
二
三
九
頁

　
笠
原
伸
夫
「
鏡
花
的
美
の
方
法
」
（
『
虚
構
と
情
念
』
所
収
、
　
一
六
七

頁
、
国
文
社
、
昭
４
７
・
９
）

　
全
集
巻
二
十
、
二
四
〇
頁

　
全
集
巻
二
十
、
二
四
一
頁

　
蒲
生
欣
一
郎
『
も
う
ひ
と
り
の
泉
鏡
花
』
第
三
部
一
見
過
ご
さ
れ
て
き

た
技
法
、
三
九
七
～
四
〇
五
頁
（
東
美
産
業
企
画
、
昭
４
０
・
１
２
）

　
三
田
英
彬
前
掲
書
、
１
０
“
『
由
縁
の
女
』
と
鏡
花
文
学
、
二
一
一
～
二

一
八
頁

一
〇
六

　
ゆ
　
全
集
巻
二
十
、
二
四
四
頁

　
＠
　
全
集
巻
二
十
、
二
四
五
頁

　
＠
　
篠
田
一
士
・
寺
田
透
・
川
村
二
郎
「
鼎
談
・
こ
と
ば
の
魔
術
師
鏡
花
」

　
　
（
「
別
冊
現
代
詩
手
帖
」
第
－
巻
第
－
号
く
昭
４
７
・
１
ｖ
所
収
）

　
　
　
　
　
　
三

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
表
現
構
造
の
源
流
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
か
。
私
は
、
中
世
文
学
と
り
わ
け
謡
曲
と
の
類
縁
関
係
を
指
摘
し
た
い
。
ま

ず
、
叙
景
が
同
時
に
登
場
人
物
の
内
面
描
写
と
な
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、

謡
曲
に
お
け
る
代
表
的
な
叙
景
部
分
、
道
行
文
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
た
と

え
ば
『
敦
盛
』
の
道
行
文
は
、

　
九
重
の
、
雲
居
を
出
で
て
行
く
月
の
、
雲
居
を
出
で
て
行
く
月
の
、
南
に
巡

　
る
小
車
の
、
淀
山
崎
を
う
ち
過
ぎ
て
。
昆
陽
の
池
水
生
田
川
、
波
こ
こ
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
や
須
磨
の
蒲
、
一
の
谷
に
も
着
き
に
け
り
、
一
の
谷
に
も
着
き
に
け
り
。

と
地
名
を
列
挙
し
て
場
面
の
移
動
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
は
単
な

る
地
名
列
挙
に
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
も
う
少
し
詳
し
く
み
て
み
る
と
、
「
雲
居

を
出
で
て
行
く
月
の
、
南
に
巡
る
小
車
の
、
」
は
ワ
キ
が
都
を
出
る
こ
と
と
月
が

雲
間
を
出
る
こ
と
を
兼
ね
、
っ
い
で
月
が
南
に
巡
る
こ
と
か
ら
巡
る
ハ
車
を
導

き
出
し
、
小
車
は
憂
世
の
輪
廻
の
さ
ま
に
思
い
を
い
た
ら
せ
る
と
い
っ
た
構
造

を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
敦
盛
を
討
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
世
の
無
常
を



感
じ
、
出
家
し
た
ワ
キ
蓮
生
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
こ
に
輪
廻
思
想
が
芽
生
え

て
く
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
一
の
谷
下
向
の
際
に
、
そ
の
感
情
が
奔
出
し
て
も

不
思
議
は
な
い
。
単
な
る
名
所
見
物
で
は
な
く
、
菩
提
と
い
う
目
的
を
持
っ
た

旅
を
反
映
し
て
、
こ
の
道
行
文
に
は
地
名
列
挙
の
裏
に
ワ
キ
の
心
情
が
息
づ
い

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
『
敦
盛
』
な
ど
は
、
地
名
列
挙
と
登
場
人
物
の
心
象

風
景
と
が
折
り
重
な
り
、
作
晶
圭
題
と
有
機
的
連
関
を
保
っ
て
い
る
も
の
の
一

例
で
あ
る
が
、
他
に
も
地
名
を
少
し
も
入
れ
ぬ
変
っ
た
道
行
文
を
持
っ
『
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

経
』
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
は
「
心
理
劇
的
な
特
色
」
と
し
て
評
伍
さ
れ
て
い

る
。　

こ
の
叙
景
と
内
面
描
写
の
一
体
化
は
、
さ
ら
に
構
造
的
に
現
在
か
ら
過
去
、

現
実
界
か
ら
神
秘
界
へ
の
移
行
も
伴
っ
て
い
る
。
『
売
色
鴨
南
蛮
』
で
は
宗
吉

の
意
識
の
深
化
と
内
面
世
界
へ
の
没
入
に
っ
い
て
論
証
し
た
が
、
今
度
は
夢
幻

能
の
傑
作
と
し
て
評
伍
の
高
い
『
井
筒
』
を
例
に
と
っ
て
論
証
し
、
鏡
花
作
品

と
謡
曲
両
者
の
類
縁
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
『
井
筒
』
は
、
在
原
寺
を
訪
れ
た
ワ
キ
僧
の
前
に
井
筒
の
女
の
化
身
が
現
れ

る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
里
の
女
の
姿
を
し
た
前
ジ
テ
は
、
冒
頭
〔
サ
シ
〕
で

次
の
よ
う
に
う
た
う
。

　
例
さ
な
き
だ
に
物
の
淋
し
き
秋
の
夜
の
、
人
目
稀
な
る
古
寺
の
、
庭
の
松
風

　
更
け
過
ぎ
て
、
月
も
傾
く
軒
端
の
草
、
帖
忘
れ
て
過
ぎ
し
古
へ
を
、
忍
ぷ
顔

　
に
て
い
つ
ま
で
か
、
待
つ
こ
と
な
く
て
な
が
ら
へ
ん
、
い
げ
に
な
に
ご
と
も

　
　
　
　
　
　
鏡
花
作
晶
の
表
現
構
造
と
謡
曲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
思
ひ
出
の
、
人
に
は
残
る
世
の
中
か
な
。

こ
の
叙
景
の
部
分
が
「
情
況
を
た
く
み
に
説
明
し
て
、
舞
台
装
置
も
背
景
も
な

い
能
舞
台
を
た
ち
ま
ち
在
原
寺
に
思
い
描
か
せ
て
し
ま
う
効
果
を
持
っ
て
い

＠
る
」
こ
と
は
確
か
だ
が
、
そ
れ
と
同
時
に
シ
テ
の
内
な
る
心
を
も
う
た
っ
て
い

る
こ
と
を
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
。
仮
に
同
旧
向
に
三
分
し
て
み
る
と
、
同
の

古
寺
の
も
の
寂
し
い
風
景
が
旧
の
は
か
な
い
昔
の
思
い
出
を
導
き
出
し
、
生
き

な
が
ら
え
て
も
し
か
た
が
な
い
と
思
い
な
が
ら
も
、
向
の
あ
き
ら
め
ら
れ
な
い

こ
の
世
に
対
す
る
執
着
心
に
思
い
い
た
る
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
荒
寺
の
光
景
は
物
理
的
な
状
況
を
示
す
だ
け
で
は
な
く
、
シ
テ
の
荒
涼

と
し
た
心
象
を
も
表
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
後
、
ワ
キ
と
の
問
答
を
終
え

て
、
〔
上
ゲ
再
〕
で
は
ふ
た
た
び
、

　
側
名
ば
か
り
は
、
在
原
寺
の
跡
古
り
て
、
在
原
寺
の
跡
古
り
て
、
松
も
生
ひ

　
た
る
塚
の
草
、
何
こ
れ
こ
そ
そ
れ
よ
亡
き
跡
の
、
ひ
と
叢
薄
の
穂
に
出
づ
る

　
は
、
い
つ
の
名
残
な
る
ら
ん
。
側
草
荘
々
と
し
て
、
露
深
々
と
古
塚
の
、
ま

　
こ
と
な
る
か
な
い
に
し
へ
の
、
跡
懐
か
し
き
気
色
か
な
、
跡
懐
か
し
き
気
色

　
　
＠

　
か
な
。

と
荒
寺
の
風
景
が
叙
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
も
〔
サ
シ
〕
と
同
様
の
こ
と
が
い
え

る
。
す
な
わ
ち
、
側
の
在
原
寺
の
寂
し
い
風
景
に
っ
づ
い
て
、
何
で
業
平
の
墓

が
提
示
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
総
体
と
し
て
旧
の
「
跡
懐
か
し
き
気
色
か
な
」
と
い

う
感
壊
を
導
き
出
す
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七



　
　
　
　
　
　
鎌
花
作
晶
の
表
現
桟
造
と
誌
曲

　
こ
の
よ
う
に
回
↓
旧
↓
向
、
側
↓
伺
↓
い
り
と
そ
れ
ぞ
れ
が
叙
景
か
ら
心
象
世

界
の
描
写
へ
徐
々
に
移
行
す
る
形
は
、
さ
ら
に
大
き
く
み
れ
ば
〔
サ
シ
〕
か
ら

〔
上
ゲ
寄
〕
へ
の
過
程
で
も
捉
え
ら
れ
る
。
〔
サ
シ
〕
で
は
単
に
「
古
寺
」
と

称
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
　
〔
上
ゲ
寄
〕
で
は
「
在
原
寺
」
と
示
さ
れ
固
有
性
を

与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
シ
テ
の
意
識
の
深
化
が
は
っ

き
り
み
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。
小
さ
く
は
回
↓
脚
↓
何
、
側
↓
向
↓
旧
、
大
き

く
は
〔
サ
シ
〕
↓
〔
上
ゲ
寄
〕
と
い
う
二
重
の
展
開
で
、
外
面
描
写
が
同
時
に

内
面
描
写
と
な
り
、
そ
の
深
化
に
伴
っ
て
し
だ
い
に
内
面
世
界
に
没
入
す
る
・
と

い
う
、
『
売
色
鴨
南
蛮
』
と
同
じ
表
現
構
造
が
み
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

が
っ
て
以
後
の
小
過
去
や
大
過
去
の
自
在
な
展
開
も
、
内
面
世
界
の
で
き
ご
と

と
し
て
、
き
わ
め
て
自
然
に
理
解
で
き
よ
う
。
ま
た
こ
れ
ら
を
時
間
的
側
面
か

ら
い
え
ば
、
現
在
か
ら
し
だ
い
に
業
平
と
の
恋
の
時
点
で
あ
る
過
去
へ
移
行
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
ま
た
超
現
実
空
間
で
も
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
後

場
の
業
平
と
井
筒
の
女
の
一
体
化
も
可
能
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
こ
ま
で
み
て
く
れ
ば
、
鏡
花
作
晶
の
表
現
樽
造
と
謡
曲
の
表
現
構
造
が
い

か
に
深
い
類
縁
関
係
に
あ
る
か
明
瞭
で
あ
ろ
う
。
両
者
は
単
に
構
成
の
類
似
だ

け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
支
え
る
表
現
構
造
自
体
が
こ
こ
で
述
べ
た
よ
う
な
内
質

を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
こ
そ
が
鏡
花
作
晶
が
謡
曲
の
世
界
と
共
同
し
て
い
る
本

質
的
な
要
素
な
の
で
あ
る
。
鏡
花
作
晶
と
謡
歯
の
類
縁
は
こ
の
よ
う
な
観
点
か

ら
み
る
時
、
最
も
重
要
か
つ
明
自
な
も
の
と
し
て
指
摘
で
き
よ
う
。

ゆゆ＠ゆ

＠
、

ゆ
注

一
〇
八

　
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
『
謡
曲
集
上
』
、
二
三
四
頁
。
以
下
、
”
大
系

本
”
と
賂
す
。

　
金
井
溝
光
『
能
の
研
究
』
第
二
部
”
作
晶
研
究
”
済
経
。
四
八
四
頁

（
桜
楓
社
、
昭
４
４
・
１
０
）

　
大
系
本
上
、
二
七
五
頁

　
戸
井
因
道
三
『
観
阿
弥
と
世
阿
弥
』
ｗ
“
世
阿
弥
元
清
、
一
九
〇
頁

（
岩
波
書
店
、
昭
４
４
・
６
）

　
大
系
本
上
、
二
七
七
頁

　
戸
井
田
道
三
『
能
－
神
と
乞
食
の
芸
術
』
演
劇
の
東
西
と
能
の
位
置
、

二
五
〇
頁
（
せ
り
か
書
房
、
昭
４
８
ひ
８
）
他

お
　
わ

り

に

　
こ
れ
ま
で
の
論
述
で
、
鏡
花
作
晶
と
謡
曲
の
表
現
構
造
の
類
縁
に
っ
い
て
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
＠

し
は
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
一
方
で
は
、
映
画
晦
、
演
劇
的
、
歌

　
　
＠

舞
伎
的
等
の
評
が
与
え
ら
れ
て
い
る
事
実
も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
ｑ
こ

れ
ら
の
評
は
、
部
分
部
分
を
と
っ
て
み
れ
ば
う
な
ず
け
る
部
分
も
多
く
、
鏡
花

作
晶
が
そ
れ
だ
け
豊
富
な
内
質
を
秘
め
て
い
る
こ
と
を
表
わ
す
（
と
に
も
な
る

の
だ
が
、
私
に
は
核
と
な
る
べ
き
本
質
的
な
部
分
は
、
や
は
り
謡
曲
ひ
い
て
は

中
世
文
学
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



　
た
と
え
ば
、
井
沢
淳
氏
は
『
歌
行
燈
』
（
明
４
３
・
１
「
新
小
説
」
）
に
オ
ー
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ー
ラ
ッ
プ
や
ナ
ラ
タ
ー
ジ
ュ
の
手
法
を
見
出
し
、
映
画
的
だ
と
規
定
す
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

こ
れ
は
謡
曲
『
井
筒
』
で
も
同
様
の
指
摘
が
で
き
、
だ
と
す
れ
ば
大
き
な
視
野

に
立
っ
て
み
れ
ば
、
鏡
花
作
晶
は
中
世
的
な
も
の
に
収
束
さ
れ
そ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
同
様
に
朝
田
祥
次
郎
氏
は
、
謡
曲
と
の
関
連
は
発
想
の
う
え
で
考
え
ら

れ
る
ま
で
で
、
具
体
的
直
接
的
に
は
歌
舞
伎
の
演
技
演
出
の
様
式
に
な
ら
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
＠

い
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
氏
が
指
摘
す
る
個
別
的
な
部
分
で
は
あ
る
程
度
い
え

る
と
し
て
も
、
本
稿
で
論
証
し
た
よ
う
に
、
よ
り
本
質
的
な
部
分
で
は
謡
曲
を
中

心
と
し
た
中
世
文
学
に
っ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
歌
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

伎
が
能
を
祖
先
と
し
た
芸
能
史
の
流
れ
の
中
に
位
置
す
る
の
と
同
様
、
鏡
花
の

方
法
も
根
元
的
に
は
中
世
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
鏡
花
作
品
と
謡
曲

と
の
関
係
は
少
な
く
と
も
「
発
想
の
上
」
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
総
体
と
し

て
緊
密
な
関
係
を
持
ち
、
”
近
代
。
が
切
り
落
と
し
た
、
し
か
し
、
無
視
す
る

こ
と
の
で
き
な
い
表
現
構
造
を
保
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
な
お
、
こ
こ
で
は
何
度
も
く
り
返
し
い
わ
れ
る
父
は
彫
金
師
、
母
は
葛
野
流

の
鼓
打
ち
の
娘
な
ど
の
伝
記
的
側
面
に
は
あ
え
て
触
れ
ず
、
作
品
に
密
着
し
た

方
法
で
論
を
展
開
し
、
外
形
的
な
構
成
に
つ
い
て
の
分
析
か
ら
一
歩
奥
へ
ふ
み

こ
ん
だ
つ
も
り
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
鏡
花
作
晶
の
場
合
、
先
行
文
学
と
の
つ
な
が
り

は
単
に
構
成
を
中
心
に
し
た
表
面
的
な
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
支
え
る

　
　
　
　
　
　
鏡
花
作
晶
の
表
現
構
造
と
藷
曲

表
現
構
造
、
及
び
そ
の
よ
う
な
表
現
構
造
を
と
ら
せ
る
時
代
を
超
え
た
人
々

の
心
的
体
験
の
共
同
性
で
結
び
っ
い
て
お
り
、
「
す
ぐ
れ
た
る
文
学
は
っ
ね
に

ど
こ
か
で
民
族
の
根
底
的
心
性
と
か
生
活
感
情
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
で
あ

＠
る
。
」
と
す
れ
ば
、
鏡
花
作
晶
は
ま
さ
に
そ
れ
に
該
当
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
前

代
と
の
交
渉
も
書
承
関
係
だ
け
で
捉
え
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
本
稿
で
言
及
し

た
中
世
文
学
と
の
関
係
も
、
よ
り
広
く
深
い
内
面
的
な
つ
な
が
り
で
把
握
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
っ
ま
り
、
鏡
花
は
意
図
的
に
道
具
と
し
て
謡
曲
を
中
心
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

た
中
世
文
学
を
利
用
し
た
の
で
は
な
く
、
想
像
力
の
共
通
基
盤
に
立
脚
し
た
う

え
で
、
自
ず
と
中
世
か
ら
の
流
れ
を
く
み
と
っ
た
の
で
あ
る
。
三
田
英
彬
氏
は

「
綜
合
し
抽
象
す
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
個
物
を
個
々
に
圭
観
の
働
き
、
つ
ま
り

は
感
覚
に
よ
っ
て
処
理
す
る
と
い
う
日
本
人
の
伝
統
的
な
も
の
の
考
え
方
を
鏡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

花
は
そ
の
ま
ま
継
承
し
て
い
る
。
」
と
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
は
一
例
に
す
ぎ
な

い
が
、
鏡
花
と
先
行
文
学
と
の
関
係
は
こ
の
よ
う
な
質
的
連
関
と
し
て
認
識
す

べ
き
で
あ
る
。
こ
う
考
え
て
は
じ
め
て
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
叙
景
と
内
面
描

写
と
そ
の
展
開
等
の
要
素
が
歴
史
的
視
野
に
立
っ
て
傭
豚
で
き
る
の
で
あ
り
、

古
代
か
ら
現
代
を
結
ぷ
連
続
線
上
に
、
中
世
文
学
の
位
置
、
鏡
花
の
位
置
、
そ

し
て
現
代
の
我
々
の
位
置
を
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は

決
し
て
断
絶
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
鏡
花
も
謡
曲
も
「
古

い
」
と
い
っ
て
一
蹴
し
さ
る
こ
と
は
誰
に
も
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
意

味
で
も
今
日
の
鑑
賞
に
耐
え
う
る
充
分
な
内
質
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
問
違
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九



　
　
　
　
　
　
鏡
花
作
品
の
表
現
構
造
と
諸
曲

な
い
。
我
々
が
鏡
花
文
学
か
ら
汲
み
と
る
べ
き
も
の
は
ま
だ
ま
だ
っ
き
な
い
よ

う
で
あ
る
。

　
　
注

　
＠
　
井
沢
淳
「
『
歌
行
燈
』
に
お
け
る
映
画
的
表
現
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
第

　
　
１
４
巻
第
５
号
く
昭
２
４
・
５
ｖ
所
収
）
他

　
＠
　
奥
野
信
太
郎
　
　
「
湯
鳥
詣
と
葛
飾
砂
子
」
（
『
文
学
み
ち
し
る
べ
』
所
収
、

　
　
二
二
～
二
二
頁
、
新
潮
社
、
昭
３
１
・
１
２
）
、
大
岡
昇
平
「
現
代
日
本
文
学
館
３

　
　
『
幸
田
露
伴
・
泉
鏡
花
』
解
説
」
、
四
三
二
頁
（
文
芸
春
秋
社
、
昭
４
３
・
１
０
）
他

　
＠
　
鈴
木
満
「
歌
行
燈
」
（
『
比
較
文
学
読
本
』
所
収
、
　
一
一
八
頁
、
研
究

　
　
社
、
昭
４
８
・
１
）
、
落
合
清
彦
「
泉
鏡
花
と
歌
舞
伎
」
（
岩
波
新
版
「
鏡
花

　
　
全
集
月
報
２
０
」
〈
昭
５
０
・
６
ｖ
所
収
）
他

　
ゆ
　
井
沢
淳
前
掲
論
文

　
＠
増
田
正
造
『
能
の
表
現
』
第
二
章
…
生
と
死
の
美
学
、
六
六
～
六
九
頁

　
　
（
中
央
公
論
社
、
昭
４
６
・
８
）

　
＠
　
朝
田
祥
次
郎
「
『
歌
行
燈
』
句
釈
・
鑑
賞
１
」
（
「
神
戸
大
学
教
育
学
部

　
　
研
究
集
録
」
第
２
３
集
〈
昭
３
５
・
３
〉
所
収
）

　
＠
　
林
屋
辰
三
郎
『
歌
舞
伎
以
前
』
（
岩
波
書
店
、
昭
２
９
・
ｎ
）
他

　
ゆ
　
寺
木
定
芳
『
人
・
泉
鏡
花
』
（
武
蔵
書
房
、
昭
１
８
・
９
）
、
村
松
定
孝

　
　
『
泉
鏡
花
』
（
河
出
書
房
、
昭
２
９
・
７
）
、
福
田
清
人
・
浜
野
卓
也
『
泉
鏡

　
　
花
－
人
と
作
晶
』
（
清
水
書
院
、
昭
４
１
・
ｕ
）
他
多
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇

＠
松
原
純
一
「
鏡
花
文
学
と
民
間
伝
承
と
」
（
「
相
模
女
子
大
学
紀
要
」
第

　
１
４
号
〈
昭
３
８
・
２
〉
所
収
）

＠
　
佐
竹
昭
広
「
文
明
開
化
と
民
問
伝
承
」
（
「
文
学
」
第
４
３
巻
第
１
０
号
～
第

　
ｕ
号
〈
昭
５
０
・
１
０
～
ｕ
〉
所
収
）
の
概
念
に
よ
る
。

＠
　
三
田
英
彬
前
掲
書
、
２
一
泉
鏡
花
の
位
相
、
三
二
頁

※
な
お
、
本
文
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
ル
ビ
を
簡
略
化
し
、
適
当
に
現
代
表

　
記
に
改
め
た
。
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